
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 資源循環工学研究領域 生態工学担当 

水草刈りに伴うトゲウオ個体数減少緩和策 

希少性、保全必要性が高いトゲウオ類は、維持管理時、刈り取られた水草に紛れて陸に上げられ
ることでの個体数減少が懸念されます。そこで、刈り取った水草を３時間程度護岸上に取り置いて
おくことで、陸に上げられた個体を脱出させ、水草刈りに伴う個体数の減少を緩和します。 

 水草刈りや泥上げなどの維持管理は、生息環境の維持・保全に必要な攪乱としての側面をも
つ一方で、生物個体の生死に関わる直接的影響を与えています。 

 絶滅危惧IA類（環境省）のトミヨ属雄物型を対象に、実態を把握するとともに、有効性が未確認
のまま一部地区で実施されている個体数減少緩和策を定量的に実証しました。 

 本種をはじめとするトゲウオ類は希少性が高く、NPO等による保全活動が盛んに行われていま
す。本策の実証を通じて、そうした保全活動や農地･水保全管理に貢献します。 

本策のポイント 

実行は次のように簡単です。 

 刈り取った水草は、護岸上に水面に垂下させ
るようにして3時間程度取り置くようにします
（右図）。 

 その際、積み上げ量が多くなりすぎないよう、
また、あまり押さえつけないよう、できるだけ
薄く広げます。 

背景・ねらい 

本策の概要 

実証データ 
個体数減少緩和策（K地区） 

トミヨ属雄物型 

鎖線（白）で囲まれた範囲にみられるように、刈り取った水草は護
岸上に3時間程度取り置きします。 

調査結果（水草への紛れ込みと脱出の実態） 

表（上）に、本策を実施しているK地区（トミヨ属雄物型生
息地）において、一部を袋状とした網を製作し（右図）、水
草刈りの実施に合わせて実態調査を行った結果を示した。 

水草刈り終了後、網上に取り置かれた水草量（除草量A）
を把握し、実態調査後に水草をバケツに移してできるだ
け一定の圧力をかけて除草量Bとした。 

除草量A／除草量Bの値の大きい程水草は柔らかに積
み上げられている。この値が小さな（したがって、水草が
押さえつけられた状態）網4-1では脱出個体はみられず、
値の大きな網4-2、9-1で脱出個体が確認できた。 実態調査の実施 

目合：2mmの網 

脱出個体は袋状部分で受け、取出し口（水面下）から確認 

1時間後 2時間後 3時間後 6時間後以降 計

網4-1※1 1.7m － － 0 0 0 3 3

網4-2※1 1.5m － － 1 0 1 3 4

網9-1※1 1.3m 4 5 0 0 9 8 17

※1　網4-1、2は4月の水草刈り時に用いた2式の網、網9-1は9月の水草刈り時に用いた1式の網の結果。

※2　護岸上での網の幅。水草の置かれた護岸部延長は池全体で、4月、9月とも約40m。

護岸上での

延長※2 残留個体数
合計個体数

（紛れ込み個体数）

脱出個体数


